
真の音色はこころにあり 
             ―― 合唱を通して、さらなる成長を目指そう ―― 

            うたを うたう とき 

わたしは からだを ぬぎます 

からだを ぬいで 

こころ ひとつに なります 

こころ ひとつに なって 

かるがる とんでいくのです 

うたが いきたい ところへ 

うたよりも はやく   

そして  

あとから たどりつく うたを 

やさしく むかえてあげるのです 

うたを うたう とき 

わたしは からだを ぬぎます 

からだを ぬいで 

こころ ひとつになって 

かるがる とんでいくのです 

 

上の詩は「ぞうさん」や「やぎさんゆうびん」で有名な詩人まどみちおの作品です。 

今、学校では今月２９日（土）に行われる蒼葉祭合唱の部に向けて、各学級とも合唱

練習に熱が入ってきました。音楽の時間だけでなく、早朝や昼休み、放課後等にいろ

いろな学級から美しいコーラスが響きます。どの学級も蒼葉祭での金賞獲得を目指し

ているのでしょう。女生徒の透きとおるような高音、男生徒のたくましく若々しい中

低音。あまりの清らかさに、つい耳を奪われ、聞き入ってしまうほどです。歌ってい

る本人たちはほとんど意識していないと思いますが、そこには純粋で無垢な子どもた

ちの輝きがあります。（その輝きは深良中の宝石と言ってもいい・・・）こういう美

しさにあふれる学校にしたいです。 

 人にはそれぞれ人格、個性があり、感じ方 

や考え方の違いもあるものです。合唱すると 

いうことは、そういう違いを乗り越え、学級、 

学年でこころを一つにするからこそ、美しい 

と感じるハーモニーが生まれてくるのだし、 

聴衆は合唱する集団のこころが一つになった 

ときしか生まれないハーモニーに感動するの 

だと思います。まさに『真の音色はこころに 

あり』です。                 ♪朝早く来て自主的に練習する３年生 
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【発表会当日の演奏曲目と指揮者、ピアノ伴奏者の紹介】 

学年合唱 １年生 曲目「行き先」   指揮 大庭妃紗代 伴奏 大庭柚月 

     ２年生 曲目「道」     指揮 北村歩里  伴奏 荻野芽生 

     ３年生 曲目「遠い日の歌」 指揮 大庭はずき 伴奏 高橋奈於 

学級合唱 １Ａ  曲目「大切なもの」 指揮 岩田 歩  伴奏 塩﨑 夏 

     １Ｂ  曲目「君をのせて」 指揮 松井杏奈  伴奏 阿部麻里生 

     ２Ａ① 曲目「時を越えて」 指揮 鈴木萌花  伴奏 荻野芽生 

     ２Ａ② 曲目「時の旅人」  指揮 近藤真菜  伴奏 井上瑠南 

     ３Ａ  曲目「あなたへ」  指揮 林 響太  伴奏 大元優衣 

     ３Ｂ  曲目「あなたへ」  指揮 廣瀬 渡  伴奏 阿部凪沙 
 

※ ９月１８日（火）の６校時（14:35～14:55）にゲストティーチャーとして、二期

会会員、山梨大学名誉教授でいらっしゃるテノール歌手の下野昇氏をお招きして

ミニリサイタルを開催します。演奏曲目は「菩提樹」「ロンドンデリーの歌」「待

ちぼうけ」を予定しています。下野氏にはリサイタルで歌っていただいた後、学

級ごとの合唱指導もしていただきます。子どもたちにとって本物にふれる絶好の

機会です。保護者の皆様もご都合のつく方はぜひご覧ください。 

生徒会後期新執行部の決定 

 ９月７日（金）に後期生徒会選挙が行われました。会長、副会長、庶務に立候補し

たのは２年生５名、１年生３名の計８名でした。 

候補者も学校教育目標である「豊かな学びで世 

界に羽ばたく生徒」のことにふれ、自分が達成 

したい生徒会活動について熱弁をふるいました。 

投票の結果、次のように決定しました。 

 

生徒会長 奥山 凪（２年） 

 副会長 勝又健太（２年）細井美紀（２年） 

  庶務 渡邊正樹（１年）池田和葉（１年）    体育館での立ち会い演説会 

地区英語弁論大会での錦織さん 

 ９月１３日（木）、裾野市生涯学習センターに 

おいて、駿東地区英語弁論大会が開催され、本 

校代表として３年錦織颯夏さんが参加しました。 

「Building a world without discrimination  

and conflict」（差別と争いのない世界をつく 

ること）という演題でした。各中学校の代表生 

徒２４名の発表がありましたが、そのなかでも 

錦織さんの発表は美しい発音でよく声が響き、    

表情豊かに表現されたすばらしいものでした。   錦織さんのすばらしい英語表現 

 

 


